	[image: C:\Users\takaro\Desktop\見本印.jpg][image: ]
	工程設計ＦＭＥＡは、略してPFMEAと呼ぶ。工程もシステムの一種である。
工程（プロセス：process）は、製造工程に限らない。製品設計プロセス、購買プロセス、販売プロセス、設備保全プロセス、会計プロセスなど、およそ、業務は全て工程である。病院での診察・治療のプロセス、航空機の管制プロセスなども同様。
プロセスは全て材料・人・機械装置・方法・測定などの経営資源を投入して、何をどういう手順で行なうのか指示命令で構成します。その結果のアウトプットは、プロセスの成果（特性）＝品質Ｑ・納期Ｄ・コストＣ・安全Ｓ・環境Ｅである。
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	FMEAの対象となる「QC工程表」は、機能設計と一応の信頼性設計が完了しているものを指す。
機能設計とは、良い成果が得られる工程にすること。すなわち、品質Ｑ・納期Ｄ・コストＣ・安全Ｓ・環境Ｅのトラブルを予防すること。
一応の信頼性設計とは、設備保全計画を含めて、FMEAをしなくても違反が起きそうと分かることに対策を講じること。
工程の遵守漏れ（故障モード）をFMEA表に列挙し、解析を進め、信頼性が不足する部分のQC工程表に一時的に朱書きメモし、その後に本格的に対策を進める。
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	　工程ＦＭＥＡの手順説明の補充：
不良の予防など、あらゆるトラブルの予防策を含むＱＣ工程表を作成する（＝工程設計を行う）。
設備については設備保全計画を作成する。これで工程ＦＭＥＡが可能となる。
ステップごとに故障モード（違反）を挙げ、影響と要因を挙げ、影響（ａ）、頻度（ｂ）、検知（ｃ）を評価し、ＲＩの計算、必要なら対策の補充を行なう。
　工程ＦＭＥＡの故障モードは不良項目（不良モード）だと唱える立場（田中健二、他多数）がある。この説がなぜ誤りか、この後に続けて説明する。

	[image: ]
	工程を管理することの意味を復習する。
工程設計（QC工程表）は、材料・機械装置・人・方法・測定という５Ｍ（=工程の構造）を指定して管理に仕方を記述したものである。優れた工程なら、出てくるアウトプットは良い品質Q、十分な速度D、低い原価C、十分な安全性S、十分な環境保護Eでなければならい。逆に、どれか１つでも問題があれば良い工程とはいえない。
従ってあり得る不良項目を全て列挙し、管理用-特性要因図でその発生要因を全て列挙し対策するのは、工程設計の機能設計の仕事である。
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